
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は 2060 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,635 人     
女性   16,256 人    
合計   30,891 人    
世帯   13,410 世帯
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( － 16）
( － 4）

人の動き
 （Ｈ30.7.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   10 月 1日月    口座振替  9 月 25 日火

国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 3 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 3 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 3 期

　伊予高等学校では、地域イノベーションコースの活動の一
つとして、総合的な学習の時間に 「歴史や文化をいかした地
域活性化にチャレンジ！」という講座が実施されています。私
たちは、その講座で 「正岡子規と夏目漱石の句碑やゆかり
の史跡を地域に発信しよう」というテーマで活動しています。
　重信川の北側、松山市の出合橋の近くに正岡子規の県
内最古の句碑「若鮎の 二手になりて 上りけり」があり、伊
予市の鎌倉神社には夏目漱石の全国最古の句碑がありま
す。そしてその中間の松前町には、正岡子規が「良友」と呼
んでいた武市庫太の屋敷跡があります。正岡子規は、明治
15（1882）年に初めて武市庫

くら

太
た

邸を訪問し、庭にあった「富
士石」をとても気に入り、漢詩を作ったそうです。
　今回、永田にある富士石を調査させていただこうと、旧
武市庫太邸に伺いました。旧武市庫太邸は現在、中村晋
さんが所有しています。中村さんによれば、屋敷を昭和に
なって建て替えたのですが、富士石は「前からあったから思

い入れはなかったが、石をのけるのが大変だったから撤去し
なかった」と語ってくれました。子規にゆかりの歴史的文化的
価値がある富士石が町内に残っていることは、とてもうれし
いことです。中村さんは、「正岡子規に興味を持つ人が時々富
士石を見学しに来る」とも語ってくれました。
　庭の片隅に置かれた一つの石から、歴史文化を学ぶことが
できる。これからも地域の歴史文化を調べて、地元のことを
知っていきたいです。
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、永田にある正岡子規ゆかりの
「富士石」について紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
くろき・ごお　教員。趣味は高校野球観戦と温泉巡り。松山市出身
くろき・ゆうこ　 主婦。趣味はショッピングとカフェ巡り。大阪府出身
くろき・じお　電車やパトカーなど乗り物が大好き。2 歳

　筒井に住む黒木さんファミリー。家族 3 人で元気いっぱい
に明るく楽しい時間を過ごす仲良し家族です。
　小学校から大学までずっとサッカー部だったという吾緒さ
ん。休日には、体を動かす遊びが大好きな慈央くんとサッカー
を楽しんでいます。そんな吾緒さんのことを、「努力家で、何
でも一生懸命取り組むところを尊敬している」と話す優子さ
ん。｢たまの休みにも嫌がらすに出掛けてくれて、育児にも
協力的だから助かっています｣ とほほ笑みます。
　一方優子さんのことを「いつも明るく前向きで、慈央とも熱心
に関わってくれて感謝している」とたたえる吾緒さん。2人はお互
いを尊重し合い、いつも笑いと会話の絶えない仲良し夫婦です。
　そんな 2 人のかけがえのない存在だという慈央くんは、10 月
末にはお兄ちゃんになるという活発な男の子。普段は家の中で
も走り回るなどパワフルですが、優子さんのお腹をなでたり、
お皿を運ぶお手伝いをしたり、優しい一面も見せてくれます。
　今後は家族で海外旅行に行きたいという黒木さんファミリー。
本場の英語に触れるなど、家族でいろんな体験をしていきます。
　次回は、優子さんのお友達、久

く

次
じ

米
め

由加里さん＝筒井＝ファ
ミリーをご紹介します。

黒木吾緒さん　 優子さん   慈央くん
（筒井）

家 族 の き ず な

学校自慢編

　岡田小学校 4 年生の大西真緒ちゃん。柔道を頑張っている女
の子です。
　「2 人の兄が柔道をしている姿を見て、兄より強くなりたいと
思った」と柔道を始めたきっかけを話す真緒ちゃん。わずか2 歳
でその思いを抱き、幼稚園のときに兄と同じ道場に入門しました。
　他の選手に比べると小柄な真緒ちゃんですが、1年生のとき
から県大会の個人戦で毎年入賞し、優勝経験を持つほどの実
力者です。県の強化選手でもある真緒ちゃんの得意技は背負い
投げ。「タイミングが難しいけど、技が決まったときはとても気持ち
がいい」と笑顔で話します。
　体格差のある選手にも負けない真緒ちゃんの強さの秘密は、負
けず嫌いな強い心。常に優勝を目指しているため負けると大泣き
して悔しがりますが、その悔しさをばねにして練習に励んでいます。
　9月に出場予定の県選抜少年柔道大会でも、「団体戦なので、
仲間を引っ張って優勝したい」と意気込む真緒ちゃん。これか
らもますます活躍していくことでしょう。

Kids 岡田小 4 年・上高柳         大西　真緒ちゃん   

「柔道で誰にも負けない選手になりたい」頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

伊予高等学校（写真左から）

栗坂隆雅 さん  塚野博士 さん  武智優 さん
Kurisaka Ryuga  Tsukano Hiroshi  　Takechi Yu
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